
５
月
３
日
は
、
憲
法
施

行
か
ら

年
の
憲
法
記
念

79

日
。
日
本
共
産
党
鶴
岡
市

議
団
と
関
徹
県
議
は
午
前

中
、
市
内
５
か
所
で
街
頭

宣
伝
を
行
い
ま
し
た
。

午
後
は

時
か
ら
パ
ル

13

前
交
差
点
で
、
約

人
の

80

市
民
が
プ
ラ
カ
ー
ド
を
持

っ
て
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
を

行
い
、
「
戦
争
反
対
・
九

条
守
れ
！
」
と
訴
え
ま
し

た
。

総
理
は
１
年
を
め
ど
に

改
憲
発
議
の
決
意

自
民
党
政
権
は
、
集
団

的
自
衛
権
の
容
認
と
、
安

保
法
制
の
強
行
、
大
軍
拡

と
、
長
射
程
ミ
サ
イ
ル
の

「
敵
基
地
攻
撃
」
能
力
保

有
、
武
器
輸
出
の
全
面
解

禁
な
ど
、
戦
争
に
前
の
め

り
の
異
常
な
状
況
に
な
っ

て
い
ま
す
。

「
国
家
情
報
会
議
」
は
、

市
民
監
視
を
強
め
、
世
論

誘
導
し
、
戦
争
国
家
体
制

づ
く
り
を
目
指
す
も
の

で
、
戦
前
の
治
安
維
持
法

を
想
起
さ
せ
ま
す
。

高
市
総
理
は
総
選
挙
の

圧
勝
を
背
景
に
、
４
月
12

日
の
自
民
党
大
会
で
「
時

は
来
た
」と
言
葉
を
強
め
、

１
年
を
め
ど
に
改
憲
発
議

を
行
え
る
よ
う
に
す
る
と

決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

狙
い
は
九
条
改
憲
で

す
。

施
行
の
翌
年
に
は
改
憲

の
動
き
始
ま
る

日
本
国
憲
法
が
施
行
さ

れ
た
の
は
１
９
４
７
年
５

月
３
日
。
驚
く
べ
き
こ
と

に
、
翌

年
２
月
に
は
、

48

憲
法
九
条
改
定
の
動
き
が

始
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

震
源
地
は
米
国
の
軍
部

で
し
た
。

当
時
、
米
国
防
長
官
が

「
日
本
と
西
ド
イ
ツ
の
再

軍
備
」
研
究
の
指
示
を
出

し
、
同
年
５
月

日
付
で

18

「
日
本
の
限
定
的
再
軍
備
」

と
い
う
覚
書
を
提
出
。

ま
ず
「
警
察
力
」
の
形

で
軍
隊
に
準
ず
る
組
織
を

つ
く
り
、
そ
れ
を
米
軍
の

指
導
・
監
督
の
も
と
に
育

て
、
将
来
改
憲
の
準
備
を

す
る
―
、

年
２
月
に
米

49

軍
の
統
合
参
謀
本
部
の
決

定
と
な
り
ま
す
。

年
６
月
に
朝
鮮
戦
争

50
が
勃
発
す
る
と
、
マ
ッ
カ

ー
サ
ー
の
命
令
で
警
察
予

備
隊
が
つ
く
ら
れ
、

年
52

に
は
保
安
隊
に
改
組
。
54

年
に
は
自
衛
隊
と
な
り
ま

す
。米

国
は
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言

で
示
さ
れ
た
日
本
の
民
主

化
・
非
軍
事
化
と
い
う
任

務
を
投
げ
捨
て
、
日
本
を

東
ア
ジ
ア
の
軍
事
拠
点
と

す
る
方
針
へ
と
占
領
政
策

の
転
換
を
進
め
ま
す
。
い

わ
ゆ
る
「
逆
コ
ー
ス
」
で

す
。
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新つるおかHP

市議会６月定例会日程（予定）
※開会時刻は10：00です。

６月１６日（火）本会議（開会、提案説明、

総括質問等）、予算特別委員会

１８日（木）本会議（一般質問）

１９日（金）本会議（一般質問）

２２日（月）本会議（一般質問）

13時：共産党市議団（予定）

２３日（火）常任委員会（総務）

２４日（水）常任委員会（市民文教）

２５日（木）常任委員会（厚生）

２６日（金）常任委員会（産業建設）

７月 ２日（木）予算特別委員会

３日（金）本会議（閉会）

☆請願の締め切りは６月９日（火）午後１時

平
和
と
暮
ら
し
を
守
る

▽
４
月

日
、
５

28

月
３
日
と
集
会
・

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、

１
日
、
メ
ー
デ
ー

集
会
で
来
賓
挨

拶
、
３
日
、
党
市

議
団
と
憲
法
記
念
日
街
宣
、
と
憲
法
と

平
和
を
守
る
様
々
な
行
動
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
高
市
首
相
が
大
軍
拡
・
武
器

輸
出
全
面
解
禁
・
非
核
三
原
則
見
直
し

検
討
、
そ
し
て
改
憲
発
議
可
能
な
衆
院

３
分
の
２
の
議
席
を
踏
ま
え
て
１
年
後

の
憲
法
発
議
を
公
言
す
る
と
い
う
、
か

つ
て
な
い
危
険
な
状
況
が
生
ま
れ
て
い

ま
す
。

し
か
し
国
民
世
論
は
「
殺
傷
能
力
の

あ
る
武
器
の
輸
出
反
対

％
、
自
民
党

67

支
持
層
で
も
約
６
割
」
「
非
核
三
原
則

維
持
す
べ
き

％
、
同
じ
く
自
民
党
支

75

持
層
で

％
」（
朝
日
新
聞
世
論
調
査
）
。

70

「
憲
法
９
条
は
日
本
の
平
和
と
安
全
に

役
立
っ
て
い
る

・
８
％
」
（
昨
年
の

8

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
戦
後

年
世
論
調
査
」）
等
、

80

平
和
へ
の
強
い
願
い
を
示
し
て
お
り
、

日
本
を
戦
争
国
家
に
す
る
策
動
を
阻
止

し
す
る
事
は
可
能
だ
と
確
信
し
ま
す
。

▽

日
、
鶴
岡
生
活
と
健
康
を
守
る
会

10
第

回
総
会
に
来
賓
と
し
て
お
招
き
頂

45
き
ご
挨
拶
。
議
案
書
に
は
、
生
活
保
護

受
給
者
を
対
象
に
し
た
エ
ア
コ
ン
設
置

費
用
助
成
金
が
新
設
さ
れ
、

人
が
利

49

用
し
た
事
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

山
形
県
は
今
年
度
、
低
所
得
者
を
対
象

に
し
た
設
置
補
助
を
実
施
し
ま
す
。
石

川
渉
議
員
が
厚
生
常
任
委
員
会
で
提

起
、
県
議
団
が
知
事
要
望
で
求
め
て
実

現
し
た
先
進
的
事
業
で
す
。
生
健
会
の

皆
さ
ま
を
始
め
、
活
用
さ
れ
、
事
業
の

継
続
・
発
展
が
図
ら
れ
る
事
を
期
待
し

ま
す
。（
県
議

関

徹
）

１
９
５
５
年
の
自
民
党

結
党
以
来
の
九
条
改
憲
策

動
の
源
流
は
、
こ
こ
に
あ

っ
た
の
で
す
。
（
し
ん
ぶ

ん
赤
旗
５
月
６
日
付
）

（
２
面
に
つ
づ
く
）



（
１
面
の
つ
づ
き
）

九
条
の「
平
和
希
求
」
は

日
本
人
の
発
案

自
民
党
な
ど
は
「
九
条

は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
押
し
付
け
」

な
ど
と
言
っ
て
き
ま
し
た

が
、
九
条
の
「
平
和
希
求
」

は
日
本
人
の
発
案
で
し

た
。当

時
の
憲
法
草
案
の
議

論
の
中
で
、
九
条
の
Ｇ
Ｈ

Ｑ
案
に
は
な
か
っ
た
「
国

際
平
和
を
希
求
す
る
」
と

い
う
文
言
を
入
れ
た
の

は
、
福
島
県
出
身
の
鈴
木

義
男
衆
議
院
議
員
の
論
戦

で
し
た
。

九
条
は
、
「
た
だ
戦
争

を
や
め
る
と
い
う
だ
け
で

は
消
極
的
で
あ
り
足
り
な

い
。
平
和
を
求
め
る
意
思

を
、
は
っ
き
り
書
く
べ
き

で
は
な
い
か
」
と
発
言
。

委
員
の
み
ん
な
が
賛
同

し
、
そ
の
結
果
、
「
日
本

国
民
は
、
正
義
と
秩
序
を

基
調
と
す
る
国
際
平
和
を

誠
実
に
希
求
し
、
」
と
の

文
言
が
、
九
条
の
冒
頭
に

加
え
ら
れ
ま
し
た
。

鈴
木
義
男
議
員
は
、
25

条
の
「
生
存
権
」
、

条
17

の
「
国
家
賠
償
請
求
権
」
、

条
の
「
刑
事
補
償
請
求

40権
」
を
挿
入
さ
せ
た
こ
と

で
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い

ま
す
。

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
特
集
「
義
男(

ギ

ダ
ン)

さ
ん
と
憲
法
誕
生
」

２
０
２
０
年
５
月
２
日
初

回
放
送
）

（
仁
昌
寺
正
一
『
平
和
憲

法
を
つ
く
っ
た
男

鈴
木

義
男
』
筑
摩
書
房
２
０
２

３
年
１
月

日
）

25

「
国
際
平
和
を
誠
実
に

希
求
」
に
本
質

「
九
条
で
我
が
国
の
平
和

は
守
れ
る
か
」
、「
憲
法
に

自
衛
隊
を
書
き
込
む
べ
き

だ
」
と
い
う
議
論
が
あ
り

ま
す
が
、
日
本
人
の
手
に

よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
九
条

は
、
「
正
義
と
秩
序
を
基

調
と
す
る
国
際
平
和
を
誠

実
に
希
求
す
る
」
こ
と
に

本
質
が
あ
る
こ
と
を
、
憲

法
誕
生
で
は
教
え
て
い
ま

す
。

高
市
総
理
は
、
イ
ス
ラ

エ
ル
と
ト
ラ
ン
プ
氏
に
よ

る
国
際
法
違
反
の
イ
ラ
ン

攻
撃
に
何
も
言
え
ず
、「
世

界
中
に
平
和
と
繁
栄
を
も

た
ら
せ
る
の
は
ド
ナ
ル
ド

だ
け
だ
」
と
持
ち
上
げ
る

姿
勢
は
、
九
条
に
反
す
る

こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

建築課入札結果（ ）内は予定価格

5月7日入札分
・第四学区ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ第一・第二研修室エアコン更新工事（稲

生一丁目10-80）（入札8業者）

(株)山形住設 3,650,000円（4,490,000円）
工期～6/30（落札率81.29％）
・農村センター第二研修室・第四会議室エアコン更新工事（矢
馳字上矢馳258）（入札8業者）

(株)山形住設 2,880,000円（3,860,000円、
最低制限価格2,858,520円）工期～6/30（落札率74.61％）

教育委員会管理課入札結果（ ）内は予定価格
5月7日入札分

・市立櫛引西小学校校舎棟大規模改修工事設計業務（上山添字
文栄1番地）（入札13業者うち1業者欠席）

(株)新穂建築設計事務所 6,100,000円
（8,998,000円、最低制限価格5,670,000円）期間～9/1/29（落
札率67.79％）

こ
と
が
、

年

月

日

25

12

26

の
令
和
８
年
度
税
制
改
正

で
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

懇
談
の
中
で
、
「
防
衛

強
化
は
い
ら
な
い
」
、「
払

い
た
く
な
い
」
と
の
声
が

上
が
り
、
「
運
動
化
す
る

べ
き
だ
」
、「
市
民
に
知
ら

せ
る
こ
と
が
大
事
」
と
の

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

坂
本
昌
栄
議
員
と
長
谷

川
剛
議
員
も
出
席
し
ま
し

た
。

鶴
岡
生
活
と
健
康
を
守

る
会
（
菅
井
巌
会
長
）
の

第

回
総
会
が
９
日
、
双

45
葉
町
公
民
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

国
の
生
活
保
護
基
準
大

幅
引
き
下
げ
を
「
違
法
」

と
断
じ
た
最
高
裁
判
決

に
、
厚
労
省
が
従
わ
ず
、

新
た
な
削
減
を
含
め
た
給

付
方
針
を
決
め
た
こ
と
に

対
し
、
原
告
・
弁
護
団
が

「
再
審
請
求
運
動
」
を
提

起
し
て
い
ま
す
。

鶴
岡
生
健
会
も
、
「
再

審
請
求
運
動
」
に
連
帯
し

て
取
り
組
む
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

現
在
「
復
興
特
別
所
得

税
」
２
・
１
％
が
、
２
０

２
７
年
の
適
切
な
時
期
か

ら
「
復
興
特
別
所
得
税
」

が
１
・
１
％
、
「
防
衛
特

別
所
得
税
」
１
％
と
な
る


